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①地域における子育て支援の場づくり
　・気軽に立ち寄れる相談場所の提供
　・子どもに対する居場所の提供
　～例えば、食事サービスの提供、無料学習支援、遊びや文化的体験の提供　など

②地域の関係者・関係機関ができること

　　気づく・見つける
　　・親子の気になる様子から、気づきにつながる
　　・困っている親子を発見することができる
　　聴く
　　・批判するのではなく、どこに困っているのか気持ちを受けとめながら傾聴する。
　　・安心して話せる雰囲気づくり
　　手助けする
　　・情報を伝える
　　・家事・育児の支援
　　・子どもへの直接支援も場合によっては可能
　　つなげる
　　・関係機関まで同行する
　　・電話連絡をしてつなぐなど、確実につなげる工夫が必要　
　　・関係機関が顔の見える関係でつながり合う

地域に求められる支援 ま と   め

子どもの貧困問題とは「どこかにある」「誰かの問題」ではなく、
「鹿児島市」にある「私たちの問題」です。 
　親や家庭を責めることではなく、なぜ困っているのか、何かで
きることはないのか、是非、行政・企業・地域・住民等が一緒に
なって「地域の子どもたち」に目を向け、みんなでこの問題を考
えていきましょう。 

この冊子を手にしてくださった方が、これからも子どもの貧困
問題に関心を持ち続けてくださることを願っています。 


